
令和８年 4 月 1 日 

オンライン申請の書類準備について 
１ 申請時に必要な書類とファイル形式 
 ―建築物環境配慮計画書（当初、変更）の提出の場合 

・以下の構成で３つのフォルダ（各サイズ 10M 以下、ZIP 形式）に整理してください 
・フォルダのサイズが 10M を超える場合は、追加で２つのフォルダ（各サイズ 10M）

まで申請できます 

 
 

―建築物工事完了届出書の提出の場合 
 ・以下の構成で１つのフォルダに整理してください 

 
２ 根拠資料について 
 CASBEE 静岡の評価がレベル３を超える項目又は、計算が必要な項目については根拠資
料が必要です。以下を参考に根拠資料の作成をお願いします。 

①申請書関係

（10M以下、ZIP形式）

建築物環境配慮計画書（PDF）

委任状（代理者が手続きする場合）（PDF）

CASBEE静岡重点項目公表ソフト（エクセル）

CASBEE建築（新築）ソフト（エクセル）

②共通図面一式

（10M以下、ZIP形式）

図面一式

（付近見取図、配置図、面積表、各階平面図、立面図、断面図）（PDF）

省エネ計算書（結果がわかる部分抜粋したもの）（PDF)

③根拠資料（評価がレベル
３を超える項目及び計算が

必要な項目）

（10M以下、ZIP形式）

Q1 1.2.1（PDF)

Q2 2（PDF)

Q3 1（PDF)

届出書一式

（10M以下、ZIP形式）

建築物工事完了届出書（PDF）

建物完成写真（内観２枚、外観２枚）（PDF）

１項目ごと
に PDF作成 

… 
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―図面の一部を根拠資料とする場合、どの部分を根拠しているのかわかるようにマーキ
ング等をしてください 

―差替えする場合があるため、原則、評価項目ごとに根拠資料１ファイルを作成し、フ
ァイル名は評価項目の番号としてください。同じ資料を複数の根拠資料として利用す
る場合は、ファイル名の評価項目の番号を複数記入してください 

―計算が必要な項目は以下のとおりです 
 ・Q1-3.1.1 昼光率 
 ・Q2-3.1.2 空間の形状・自由さ（壁長さ比率） 
 ・Q3-1  生物環境の保全と創出（Ⅲ-1)外構緑化指数、Ⅲ-2)建物緑化指数） 
 ・Q3-3.2 敷地内の温熱環境の向上 

（Ⅰ-2)空地率、Ⅱ-1)水平投影面積率、Ⅲ-1)緑被率、水被率、水平投影面積
率、Ⅲ-2)舗装面積率、Ⅳ-1)屋上緑化面積、Ⅳ-2)外壁面対策面積率） 

  ・LR3-2.2 温熱環境悪化の改善 
（Ⅱ-2)②見付面積比、③隣棟間隔指標、Ⅱ-3)①地表面対策面積率、Ⅱ-4)①屋

根面対策面積率、②外壁面対策面積率） 
※波線がついている項目は、評価ソフト中で指定の項目を入力することで自

動計算されます。入力された値の根拠資料を添付してください。 


